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アジア・オセアニア 知 識⾖

2030年のアジア（⽇本を除く）のメガシティ（超⼤都市圏）は21都市圏に上る⾒込みであり、
中には、都市⼈⼝が2016年から30％を超える伸びとなる都市圏もあるなど、急速に都市化が
進展するとみられます。都市化の進展は、⼈・モノ・カネの流れを通じて、経済を活性化させると考
えられます。急速に進むアジアの都市化が、同地域の成⻑加速につながることが期待されます。
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都市化が進むことで、⼈・モノ・カネの流れが経済を活性化

急速な都市化の進展で成⻑加速が期待されるアジア

2030年のアジアのメガシティは21都市圏に
国連の発表によると、推定⼈⼝が1,000万⼈を超えるメガシティ（超⼤都市圏）は、2016年
には世界に31あり、2030年には41に増加する⾒込みです。そのうちアジア（⽇本を除く）の都
市圏は2016年の15から2030年には21となり、中国とインドがそれぞれ7都市圏を占めています。
現在、世界最⼤の推定⼈⼝を擁する都市圏は東京で、2030年における⼈⼝は若⼲減少する
ものの、その地位は変わらないと⾒込まれています。しかし、2030年の上位10が、⽇本以外、ほ
とんどが新興国となる中、アジアがそのうちの6都市圏を占めます。加えて、2016年から30％を超
える伸びとなる都市圏もあるなど、急速にアジアの都市化が進展する⾒込みです。

＜2016年を基にした世界の都市圏の⼈⼝ランキング＞

（出所）国連のデータを基に三井住友アセットマネジメント作成
（注）都市圏は国連の定義により都市部に隣接する市街地を含む。

都市圏（国） 2016年
（万⼈）

2030年
（万⼈）

増減率
（％）

1 東京（⽇本） 3,814 3,719 -2.5
2 デリー（インド） 2,645 3,606 36.3
3 上海（中国） 2,448 3,075 25.6
4 ムンバイ（インド） 2,136 2,780 30.2
5 サンパウロ（ブラジル） 2,130 2,344 10.1
6 北京（中国） 2,124 2,771 30.4
7 メキシコ・シティ（メキシコ） 2,116 2,387 12.8
8 ⼤阪（⽇本） 2,034 1,998 -1.8
9 カイロ（エジプト） 1,913 2,450 28.1

10 ニューヨーク（⽶国） 1,860 1,989 6.9

都市化の進展によって、社会・⽣活
の基盤となる電⼒・⽔道・道路や住
宅などのインフラ整備が進むほか、投
⼊される資⾦が経済を活性化させる
と考えられます。また、都市⼈⼝の増
加は、消費市場を拡⼤させるなど、
経済成⻑を様々な⽅⾯から後押し
すると考えられます。
今後、著しい都市化の進展が⾒込
まれるアジアは、中⻑期的な成⻑ポ
テンシャルに富むといえ、⾦融市場に
おいても、投資魅⼒の⾼い地域とし
て、世界の注⽬を集めるものと期待
されます。


